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援助ニーズが高い人へのソーシャル・エモーショナル・ラーニング
― の多面的応用とその効果検討―
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企画趣旨

松本有貴

本邦では，ソーシャルエモーショナルラーニン

グ の小学校や中学校におけるスクールワイ

ドやクラスワイドの実践は広がりをみせており，

それらについては研究報告や実践報告から多くを

学ぶことができる。しかし，援助ニーズが高い人

を対象とする実践の報告はまだ少ない。本シンポ

ジウムでは，高校，地域における支援事業所，子

ども支援施設における の介入的実践を報告す

る。

とは情動と社会性の学習であり，情動の認

知と扱い方のスキルや共感的な思いやりのある対

人関係スキルを学ぶ（日本 研究会， ）。日

本 研究会では， ほか（ ）が行った

メタアナリシス研究， ほか（ ）が行っ

た数か月から数年後の予後に関するメタアナリシ

ス研究が明らかにしたエビデンスとして，一定の

基準を満たした プログラムは精神的健康や社

会的スキルと学力の向上に効果がある， プロ

グラムは 能力を持続させるだけでなく社会的

行動と態度の改善を持続させ，薬物使用や行動と

情緒の問題の減少を持続させることを強調し，

様々な対象者を支援する の普及に努めている

（宮崎， ）。

まず共通理解しておきたいのは，多様な顕在化

した問題を抱える対象者を支援する介入的 に

おいても，アメリカの団体 が定義する以下

の５つのコンピテンシーは共有されるという枠組

みである。

・

・

・

・

・

この共通の枠組みの下で行われているアメリカ

の介入的 のあるモデル ， では，

介入のための方略を設定している。前もって測ら

れたアセスメント結果により，援助ニーズを確認

し， スキルのどの要素が必要なのかを明らか

にすることで，ニーズに応じた介入法，つまり，

どの要素やスキルをどのように提供するかを決定

して実施するという方略である。日本においても，

学校スクールワイド・クラスワイド設定以外の介

入的 の実践と効果検証は，それぞれの対象者

の課題に応じた支援方法を明らかにする必要があ

るだろう。

本シンポジウムでは，援助ニーズが高い人を対象

とした実践より話題提供を行い，対象者の支援に

合わせて用いられている介入的 の方略，効果，

課題について議論する。それにより，本邦におけ

る のより広範な普及に貢献したい。

高等学校における の実践

原田恵理子

不適応の状況にある生徒は，強いストレスや逆

境，困難に直面した時，不安，心配，緊張，怒り，

悲しみ，落ち込み，恐怖といったネガティブな感

情を持ち，対人関係や様々な場面において消極的

な行動をとりやすい。感情に振り回されて適切な

対人関係をとることができないと，仲間とのやり

取りや話し合い，ワークを活用した授業に影響し，

学力やその後の進路選択や生き方まで阻害する。

そのため，学校生活や学びで成就感や達成感，意

欲や挑戦に伴うポジティブな感情とともに積極的

なコミュニケーションを通してさまざまな知識や

態度を身につけることを目的に，社会性と感情を

育てるプログラムを学校で実施することは非常に

重要になってくる。

援助ニーズの高い高校においては，予防教育の

観点からも実施する意義は高く，生徒一人一人が

抱える個の課題に加えて，学級における仲間関係

の在り方という集団の課題の両面へアプローチが

できることになる。そのため，学級や学校生活を

成立させる一次的援助ニーズ（石隈， ）とし

て，授業の一環で を実施することは非常に意

義深い。実施においては，生徒や学校の実態を把

握し，その結果に基づいてエビデンスベースドで

を実施する必要がある。

そこで，本発表では従来のソーシャルスキルト

レーニング（原田・渡辺， ；渡辺・原田， ）

に「感情」を加えた を，総合的な学習の時間

における道徳教育として教師が実践した事例を紹

介する。感情の可視化（見える化）に焦点化した
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回の授業は，①自分の感情に気づいてクセ（傾

向）を知る。それを踏まえて，②自分の感情と捉

え方（認知）に気づき，感情と上手に付き合う，

といった内容であった。実施後のアンケート結果

として，教員からは を実施することに概ね肯

定的な考えが示された。

そこで生徒にとって がどのような効果が示

され，どの方略が効果的であったのか，加えて，

アセスメントや実施における工夫と改善点といっ

た点に着目しながら，困難校で実施する に対

する知見を考察したいと考えている。

発達に遅れのある幼児を育てている親へのソーシ

ャルエモーショナルラーニングの実践

高橋あい・大川真知子

発達に遅れや発達障害のある子どもを育ててい

る親への支援は，行動理論に基づいたペアレント

トレーニング（以下， ）が多く実践されており，

効果が示されている。 では，親が子どもの行動

に対して，具体的な対応方法（ほめ方や指示の出

し方，無視の方法等）を学び，家庭で実践をして

いくものである。

しかし，発達に遅れや発達障害を持つ子どもへ

の対応については，特性の理解やそれに応じた方

法が必要となる。なかなか自分の指示が伝わりに

くいことや行動の切り替えが難しいこと，癇癪を

起こす頻度が高い等，学んだ対応方法を実践した

くても，子どもにイライラしてしまうことや，怒

ってしまうという声を現場にいると多く聞くこと

がある。

そこで，親自身の対応方法や行動を変えるこ

とではなく，まずは親が自分自身の感情に焦点を

当てたアプローチが必要であると思われる。自分

自身の気持ちや価値観を知り，それらに対しての

適切な調整方法を知ることで，子どもに対しても

より適切に対応することができるようになるので

はないかと考え，児童に対して多く行われている

ソーシャルスキルトレーニング（以下， ）を親

向けに改良し，実施を行った。

この では， 名程度の親グループで実施を

行い，グループならではのメリットが多く見られ

た。発達に遅れや発達障害を持つ親は，園におい

ても孤立しやすいことや，周囲からの無理解がス

トレスとなることも報告されており，周りのサポ

ートを得にくい。そのような困難な状況で日々子

育てをしている。子どもを児童発達支援事業所に

通わせている時間の中で，同じように子どもを育

てている親同士がコミュニケーションをとる機会

があること，お互いの話を聴く時間があること

は，子育てに対して前向きな気持ちを持つことに

つながるのではないかと考える。

プログラム効果として考えられる変化は，他の

親の意見や対処方法を知ることで自分もやってみ

ようと思えたことや，他の親に話を聴いてもらう

ことが嬉しく自信につながった等，参加後のコメ

ントが書かれたシートから確認できる。親が安心

して相談できる場所やコミュニティを増やしてい

くことは，親にとっても，子どもにとっても，プ

ラスの影響があるといえる。コミュニティ設定で

実施した発達に遅れや発達障害のある子どもを育

てている親への支援を介入的 の実践例として

話題提供したい。

逆境的小児期体験 のある思春期児童に対す

る （社会性と情動の学習）プログラム

宮﨑 昭

アメリカの保険会社 が行

った逆境的小児期体験 の研究（

， ）は，虐待のほかに収監された家族の

存在，家族の精神疾患や薬物乱用，家族の暴力や

離婚などの逆境的な養育環境が成人期のアルコ

ール依存，薬物乱用，鬱病，および自殺未遂など

の健康リスクに影響を及ぼすことを示した。

虐待等の理由によって保護された児童に対する

心理支援として，日本においては平成 年度よ

り児童養護施設に心理療法担当職員が配置され，

次の５つの業務が託された。

（１）対象児童等に対する心理療法

（２）対象児童等に対する生活場面面接

（３）施設職員への助言及び指導

（４）ケース会議への出席

（５）その他

ここから，児童養護施設における個別的な心理

療法の研究がすすめられた（山本・西澤 ，

野本・西村 ， 大迫 ， 永田 ）。ま

た，環境療法として通常の子どもたち用に開発さ

れたソーシャルスキルトレーニングプログラム

を用いた治療教育的な心理支援の研究が行われ

きた（大迫 ， 木村 ， 宮﨑 ，宮

﨑 ，宮内 ）。

しかしながら， の影響は，発達段階にお

いて遺伝子にエピジェネティックな変化をもた

らし，心身機能の発達に影響を与えていることが

明らかにされている（ ，

）。そのため，虐待等の理由から保護された

児童養護施設の子どもたちに対するソーシャル

エモーショナルラーニング の実践には，こ

うした特徴に対応したプログラムが必要とされ

る。宮﨑（ ）は，児童養護施設の中学生に対

する治療教育的なプログラムを開発してその効

果を検討した。

本シンポジウムでは， 研究の知見とその

特徴に対応したプログラムについて話題提供を

行い，研究協議を進めたい。




